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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成20年5月29日(2008.5.29)

【公開番号】特開2006-322981(P2006-322981A)
【公開日】平成18年11月30日(2006.11.30)
【年通号数】公開・登録公報2006-047
【出願番号】特願2005-143827(P2005-143827)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  21/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ  21/28    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年4月15日(2008.4.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像形成素子で変調された画像光を複数のミラーで反射してスクリーンに投射する投射
光学系を備える投射光学系ユニットにおいて、
　前記画像形成素子を保持する画像形成素子保持部品と、それぞれ前記ミラーを保持する
複数のミラー保持部品のうちの少なくとも１つとが固定された台座部品を備え、
　前記ミラーへの入射光線の方向と前記ミラーからの出射光線の方向の中間の方向である
特定方向についての前記台座部品の線膨張係数が、０．８×１０－５（1/K）以上３．０
×１０－５（1/K）以下であることを特徴とする、投射光学系ユニット。
【請求項２】
　前記台座部品は、両端に第１及び第２の開口部が形成された筒状部を有する第１の台座
部品を備え、
　前記第１の開口部側に前記画像形成素子保持部品が固定され、前記第２の開口部側に前
記複数のミラーのうち最も前記画像形成素子側に配置された第１のミラーを保持する第１
のミラー保持部品が固定されていることを特徴とする、請求項１に記載の投射光学系ユニ
ット。
【請求項３】
　前記第１の台座部品の前記筒状部は、前記第１の開口部の周囲に形成され、前記画像形
成素子保持部品が密接する第１の端縁を備えることを特徴とする、請求項２に記載の投射
光学系ユニット。
【請求項４】
　前記第１の台座部品の前記筒状部は、前記第２の開口部の周囲に形成され、前記第１の
ミラー保持部品が密接する第２の端縁を備えることを特徴とする、請求項３に記載の投射
光学系ユニット。
【請求項５】
　前記第１の台座部品の前記筒状部は、
　一端に前記第１の開口部が形成され、他端に第３の開口部が形成された第１の筒状部と
、
　一端が前記第３の開口部を介して前記第１の筒状部と連通し、他端に前記第２の開口部
が形成された第２の筒状部と
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　を備え、
　前記第１の台座部品は、前記複数のミラーのうち最も前記第１のミラー側に配置された
第２のミラーを保持する第２のミラー保持部品が固定された固定部をさらに備えることを
特徴とする、請求項２から請求項４のいずれか１項に記載の投射光学系ユニット。
【請求項６】
　前記台座部品は、前記複数のミラーのうち第３及び第４のミラーをそれぞれ保持する第
３及び第４のミラー保持部品が固定され、かつ前記第１の台座部品に連結された第２の台
座部品を含むことを特徴とする、請求項２から請求項５のいずれか１項に記載の投射光学
系ユニット。
【請求項７】
　前記台座部品の前記特定方向の線膨張係数は、０．８×１０－５（1/K）以上２．２×
１０－５（1/K）以下であることを特徴とする、請求項１に記載の投射光学系ユニット。
【請求項８】
　前記複数のミラーのうちの第１のミラーを保持して前記台座部品に固定された第１のミ
ラー保持部品と、前記第１のミラーと互いに対向する第２のミラーを保持して前記台座部
品に固定された第２のミラー保持部品とを備え、
　前記第１のミラー保持部品は前記第２のミラーに対して反対側の部位が前記台座部品に
固定され、かつ
　前記第１のミラー保持部品の前記特定方向の線膨張係数は前記台座部品の前記特定方向
の線膨張係数よりも大きいことを特徴とする、請求項１から請求項７のいずれか１項に記
載の投射光学系ユニット。
【請求項９】
　前記複数のミラーのうちの１つのミラーを保持して前記台座部品に固定されたミラー保
持部品を備え、
　前記ミラー保持部品は線膨張係数が異方性を有する材料からなり、
　前記ミラー保持部品の前記特定方向の前記線膨張係数は、前記特定方向と交差する方向
の線膨張係数よりも小さいことを特徴とする、請求項１から請求項７のいずれか１項に記
載の投射光学系ユニット。
【請求項１０】
　前記ミラーと前記台座部品の温度差を低減する温度調整手段をさらに備えることを特徴
とする、請求項１に記載の投射光学系ユニット。
【請求項１１】
　前記温度調整手段は前記台座部品を加熱する加熱手段を備えることを特徴とする、請求
項１０に記載の投射光学系ユニット。
【請求項１２】
　前記加熱手段は前記台座部品に取り付けられた電熱線を備えることを特徴とする、請求
項１１に記載の投射光学系ユニット。
【請求項１３】
　前記加熱手段は前記台座部品に光を照射する加熱用光源を備えることを特徴とする、請
求項１１に記載の投射光学系ユニット。
【請求項１４】
　前記画像形成素子は反射型画像形成素子であり、
　前記加熱手段は、前記画像形成素子で反射された前記画像光以外の光を吸収する光吸収
部材と、前記光吸収部材と前記台座部品を連結する伝熱部材とを備えることを特徴とする
、請求項１１に記載の投射光学系ユニット。
【請求項１５】
　前記加熱手段は、前記画像形成素子に連結された放熱部材と、前記放熱部材と前記台座
部品を連結する伝熱部材とを備えることを特徴とする、請求項１１に記載の投射光学系ユ
ニット。
【請求項１６】
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　前記温度調整手段は、
　前記台座部品、前記ミラー、及び前記ミラー保持部品のうちの少なくとも１つの温度を
検出する温度検出手段と、
　前記温度検出手段で検出された温度に基づいて前記加熱手段を制御する制御手段と
　を備えることを特徴とする、請求項１１に記載の投射光学系ユニット。
【請求項１７】
　前記温度調整手段は前記ミラーを冷却する冷却手段を備えることを特徴とする、請求項
１０に記載の投射光学系ユニット。
【請求項１８】
　前記冷却手段は、前記ミラー及び前記ミラー保持部品に冷却風を送る送風ファンを備え
ることを特徴とする、請求項１７に記載の投射光学系ユニット。
【請求項１９】
　前記温度調整手段は、
　前記台座部品、前記ミラー、及び前記ミラー保持部品のうちの少なくとも１つの温度を
検出する温度検出手段と、
　前記温度検出手段で検出された温度に基づいて前記冷却手段を制御する制御手段と
　を備えることを特徴とする、請求項１７に記載の投射光学系ユニット。
【請求項２０】
　画像形成素子に照明光を照射する照明光学系を有する照明光学系ユニットと、
　請求項１から請求項１９のいずれか１項に記載の投射光学系ユニットと、
　前記画像形成素子で変調して形成された画像光が前記投射光学系ユニットによって投射
されるスクリーンと
　を備えることを特徴とする、投射型画像表示装置。
【請求項２１】
　画像形成素子で変調された画像光を複数のミラーで反射してスクリーンに投射する投射
光学系を備える投射光学系ユニットにおいて、
　前記投射光学系は、前記画像形成素子側から順に凹面ミラーである第１の曲面ミラー、
凸面ミラーである第２の曲面ミラー、第３の曲面ミラー、及び第４の曲面ミラーを備え、
　それぞれ前記第１から第４のミラーのうちのいずれか１つを保持する複数のミラー保持
部品のうちの少なくとも前記第１のミラーを保持する前記ミラー保持部品と、前記画像形
成素子とが共通の台座部品に固定され、かつ
　前記ミラーへの入射光線の方向と前記ミラーからの出射光線の方向の中間の方向である
特定方向についての前記台座部品の線膨張係数が、０．８×１０－５（1/K）以上３．０
×１０－５（1/K）以下であることを特徴とする、投射光学系ユニット。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　第１の発明は、画像形成素子で変調された画像光を複数のミラーで反射してスクリーン
に投射する投射光学系を備える投射光学系ユニットにおいて、前記画像形成素子を保持す
る画像形成素子保持部品と、それぞれ前記ミラーを保持する複数のミラー保持部品のうち
の少なくとも１つとが固定された台座部品を備え、前記ミラーへの入射光線の方向と前記
ミラーからの出射光線の方向の中間の方向である特定方向についての前記台座部品の線膨
張係数が、０．８×１０－５（1/K）以上３．０×１０－５（1/K）以下であることを特徴
とする、投射光学系ユニットを提供する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
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【補正方法】削除
【補正の内容】
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